
取 扱 書
よくお読みになってご使用ください。

取扱書は車の中に保管しましょう。

アルミバンS
（スライドリフトスマーティ）



はじめに

このたびはアルミバンS（スライドリフトスマーティ）をお
買い上げいただき、ありがとうございます。
本書はアルミバンSを安全・快適にお使いいただくため、アルミバンS独
自の装備に関して正しい取り扱いを説明してあります。
また、アルミバンS装備の点検・手入れについても記載してありますので、
ご使用前に必ずお読みください。

● 車両の一般的な取り扱いについては、標準車の「取扱書」（別冊）をご覧ください。
● 販売店で取り付けられた装備の取り扱いについては添付されている取扱書をご覧
ください。

● 安全・快適にお使いいただくため「まず読みましょう」は重要ですのでしっかり
お読みください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」とその回避方法を下
記の表示で記載しています。これらは安全のために特に重要ですので、必
ず読んで遵守してください。

記載事項をお守りいただかないと、生命にかかわるような
重大な傷害、事故につながるおそれがあること

記載事項をお守りいただかないと、傷害、事故につながる
おそれがあること

警告

注意

お車のために必ず守っていただきたいことや知っておくと便利なこと、し
てはならない行為を示すイラストは、下記の表示で記載しています。

お車の故障や破損を防ぐために守っていただきたいこと
お車が故障したときにしていただきたいこと

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと知 識

アドバイス

してはならない行為

・お車をゆずられるときは次のオーナーのために本書をお車につけておいてください。
・ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。
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走行前にバックドアが確実に
ロックされていることを確認し
てください。

確実にロックされていないと、走行中にドア
が開き、積荷の落下など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

非常警報装置が作動すること（ス
イッチ「ON」でホーンが鳴るこ
と）を運行前に確認してください。

装置が正常に作動しないと、万一荷室内に人
が閉じこめられたとき、外部に知らせること
ができず、重大な事故につながるおそれがあ
り危険です。

確認しましたか？

不整地や傾斜地での作業はしな
いでください。

車両が傾いた状態での作業は、リフト装置の
故障や寿命の低下につながるばかりでなく、
積荷がプラットホームから転落するおそれが
あります。

プラットホームを使用するとき
は、周囲に人や物がないことを
確認してください。

プラットホームが人や物に当たり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

まず読みましょう

ＯＦＦ

ＯＮ
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プラットホームの昇降操作をす
るときは、作動部分やプラット
ホームが接触するボデー部分に
手や足を触れないでください。

手や足を挟まれ、重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。
● プラットホーム上の危険表示（黄色の範囲）
内には、絶対に手や足を入れたり積荷を載
せたりしないでください。

作業時には必ずドアをドアス
トッパで固定してください。

固定しないと風などにより、不意にドアが動
いたり、傾斜地では自然にドアが動くことが
あり、けがをするおそれがあります。

バックドアを閉めるときは、必
ず荷室内に人がいないことを確
認してください。

万一荷室内に人が閉じこめられると、中から
ドアを開けることができなかった場合に、重
大な事故につながるおそれがあり危険です。

危険です！

危険表示
（黄色）
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プラットホームへの積荷は必ず
リフト能力（600kg）以下に
してください。

リフト能力以上積むとプラットホームは上昇
しません。また、リフト装置の故障につなが
るおそれがあります。

載せすぎていませんか？

積荷はプラットホーム中央に載
せてください。

リフト昇降時の安全性は積荷の重さ（荷重）
と積荷の搭載位置関係（荷重重心位置）に左
右されます。積荷をプラットホームの端に載
せると、積荷の落下など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

積荷を載せるときは

ルーフ上にのぼらないでくださ
い。

ボデーの損傷やルーフからの転落など、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
● 積雪時、ルーフにのぼっての雪かきは絶対
に行わないでください。

プラットホームに乗って昇降操
作をしないでください。

足元の注意がおろそかになり、転落やけがを
するおそれがあり危険です。
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走行するときは
プラットホームを引き出したま
ま車を移動させたり、放置しな
いでください。

プラットホームが人に当たってけがをさせた
り、物に当たって損傷するおそれがあります。

走行前にプラットホームが確実
にロックされていることを確認
してください。

走行中にロックがはずれるとプラットホーム
が飛び出すなど、プラットホームの損傷や思
わぬ事故につながるおそれがあります。

雪や泥などが付着した状態でプラッ
トホームを操作しないでください。

雪や泥が付着した状態でプラットホームを作
動させると、リフト部品を損傷するおそれが
あります。
● プラットホームに雪や泥などが付着したと
きは、それらを取り除いてから操作してく
ださい。

凍結などで動かないときは

やむを得ない場合以外は、急ブ
レーキ、急ハンドルはしないで
ください。

荷くずれ、積荷の移動、落下のもととなり、
積荷の破損の原因になります。
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パーキングブレーキをかけ、必
ずエンジンを停止し、荷室内に
人がいないことを確認し、バッ
クドアを施錠してください。

● 無人で車が動き出したり、盗難のおそれが
あります。

● 誤って荷室内に人が閉じこめられると、中
からドアを開けることができず、重大な事
故につながるおそれがあり危険です。

● 施錠していても車内に貴重品をおいたまま
にしないでください。

車から離れるときは
プラットホーム使用後は、必ず
メインスイッチを「OFF」にし
てください。

メインスイッチを「ON」にしたままだと、
誤ってリモコンスイッチを押してしまった場
合に、意に反してプラットホームが動き出し、
思わぬ事故につながるおそれがあります。

施錠

ＯＦＦ

スイッチの位置は、取得オプションや　
ボデー幅によって、変動いたします。

知 識
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各部の名称

サイドマーカランプ

バックドア

パワーパッケージ

室内灯

非常警報装置
室内灯スイッチ

プラットホーム

プラットホーム
ストッパ

スイッチボックス

自動停止バー

トップマーカランプ

プラットホーム
ロックレバー

導板

スライド式ステップ

リモコンスイッチ
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主要諸元
リフト能力

リフト能力は積荷の重さ（荷重）と積荷の搭載位置関係（荷重重心位置）により決
まります。プラットホームに積荷を載せ、昇降させるときは、荷重と荷重重心位置
が許容荷重曲線の下側にあることを確認してください。

前側

荷重(kg)

100

0
0 550 1100

200

300

400

500

600

位置(mm)

荷重

プラットホームプラットホーム

許容荷重曲線
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専用装置、装備の使い方
バックドア

レバー

ハンドルレバー

作業をするときは、必ずドアを全開にし、
ドアストッパでドアを固定してくださ
い。風などで不意にドアが動いたり、傾
斜地では自然にドアが動くことがあり、
ドアでけがをしたり、通行人を傷付ける
おそれがあります。

注意

■ 固定のしかた
バックドアを全開にしたときは、ドア
ストッパで固定してください。

 ドアストッパをゴムホルダからはず
します。

ドアストッパ

ゴムホルダ

■ 開け方
 左ドアのハンドルレバーを手前に引
いてロックを解除し、そのまま手前
に引きます。

 右ドアはレバーを押し上げてロック
を解除し、ドアを引いて開けます。

 カバーを閉めます。

 カバーを開け（ ）、ドアストッパを
固定部に差し込みます（ ）。

カバー

固定部

ドア
ストッパ
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■ 施錠のしかた（左ドアのみ）
キーを差し込み右にまわすと施錠、左
にまわすと解錠されます。

車から離れるときは、必ず荷室内に人が
いないことを確認し、バックドアを閉め
施錠してください。誤って荷室内に人が
閉じこめられると、中からドアを開ける
ことができなかった場合に、重大な事故
につながるおそれがあり危険です。また、
盗難のおそれもあります。

警告

解錠

施錠

バックドアを閉めるときは、必ず荷室内
に人がいないことを確認してください。
荷室内に人が閉じこめられると、中から
ドアを開けることができなかった場合
に、重大な事故につながるおそれがあり
危険です。

警告

■ 閉め方
 右ドアのドアストッパを固定部から
はずします。
 右ドアのドアストッパをゴムホルダ
に差し込みます。

ドアストッパ

ゴムホルダ

 右ドアを車外から押して閉めます。
 左ドアも右ドアと同様に閉めます。
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エンジンスイッチが「ON」のとき、バッ
クドアが確実に閉められていないとき
に点灯します。

半ドア警告灯

警告灯が点灯したまま走行しないでくだ
さい。ドアが確実に閉まっていないと、
走行中にドアが開き、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。点灯した場合は、
再度荷室内を確認してから確実に閉めて
ください。

注意

非常脱出装置は左ドア内側にあります。
荷室内に閉じこめられたときに使用し
ます。（非常脱出装置は非常時のみ使用
し、通常は使用しないでください）

■ 開け方
左ドアのレバーを押し上げ、そのまま
ドアを押して開けます。

レバー

非常脱出装置を使用して左ドアを開ける
ときは、ドアをいきおいよく開けないで
ください。
● 左ドアが開いたとき、荷室内から転落
するなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 左ドアが車外の人や物にあたるなど思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意

非常脱出装置

スイッチの位置は、取得オプションや　
ボデー幅によって、変動いたします。

知 識
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荷室内左側後部に室内灯スイッチがあ
ります。
ON ...........左バックドアを開けたとき点

灯し、閉めると消灯します。
OFF..........ドアの開閉に関係なく消灯し

ます。

室内灯

● 作業終了後や長期間車を使用しないと
きは、必ずスイッチを「OFF」にして
ください。バッテリあがりの原因にな
ります。

● 点灯回数で電球の寿命が変わります。
必要なとき以外は「OFF」にしてくだ
さい。

非常警報装置

アドバイス

万一、荷室内に閉じこめられた場合に、
荷室内から車のホーンを鳴らすことが
できます。

スイッチを「ON」にすると車のホーン
が鳴り、荷室内に人が閉じこめられた
ことを外部に知らせます。

非常警報装置が作動すること（スイッチ
「ON」でホーンが鳴ること）を運行前に
確認してください。装置が正常に作動し
ないと、万一荷室内に人が閉じこめられ
たとき、外部に知らせることができず、
重大な事故につながるおそれがあり危険
です。

警告

ＯＦＦ

ＯＮ

室内灯

ＯＦＦ

ＯＮ
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■ 格納するときは
 固定ピンが上方に格納されているこ
とを確認します。
 ステップを持って押し込みます。

 固定ピンでステップを確実に固定し
ます。
● 固定ピンを下方にまわし、ステッ
プの穴に差し込みます。

ステップが出ている状態では、プラット
ホームは作動しません。プラットホーム
の昇降操作をするときは、ステップが格
納されていることを確認してください。

知 識

ステップを格納したときは、固定ピンで
確実に固定されていることを確認してく
ださい。確実に固定されていないと、走
行中にステップが引き出され、車外の物
にあたるなど、思わぬ事故につながるお
それがあります。

注意

スライド式ステップ
■ 使用するときは
固定ピンを上方にまわしてはずし（ ）、
ステップを持って引き出します（ ）。

ステップを格納する前に、必ず固定ピン
が上方に格納されていることを確認して
ください。固定ピンが下方に出た状態で
ステップを格納すると、固定ピンが破損
するおそれがあります。

アドバイス

固定ピン

ステップ

ステップ

固定ピン
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プラットホーム  メインスイッチを「ON」にします。

プラットホームを操作するときは、必ず
エンジンをかけてください。エンジンを
かけないとバッテリあがりの原因になり
ます。

アドバイス

不整地や傾斜地での作業は行わないでく
ださい。車両が傾いた状態で作業を行う
と積荷が落下するおそれがあります。

注意

■ プラットホームの引き出し方
 車を平坦な場所に止め、必ずパーキ
ングブレーキをかけ、タイヤに輪止
めをします。
● エンジンはかけたままにしておき
ます。

プラットホームの作動部分や、プラット
ホームが接触するボデー部分に手や足を
近付けないでください。手や足を挟まれ、
重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。

警告

プラットホーム使用前に周辺に障害物が
なく、人の立ち入りがないことを確認し
てください。プラットホームが人や物に
当たり、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

注意

プラットホームの引き出し・格納
ＯＮ

スイッチの位置は、取得オプションや　
ボデー幅によって、変動いたします。

知 識
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 バックドアを全開にしてドアストッ
パで確実に固定します。（9ページ参
照）

 スライド式ステップが確実に格納さ
れていることを確認します。（13
ページ参照）

プラットホームは必ずバックドアを
90 以゚上開けた状態で固定してから使用
してください。バックドアが90゜以上
開いていないと、プラットホームがバッ
クドアに当たり、バックドアおよびプ
ラットホームを損傷するおそれがありま
す。

アドバイス

ステップが出ている状態では、プラット
ホームは作動しません。プラットホーム
の昇降操作をするときは、ステップが格
納されていることを確認してください。

知 識

 プラットホームの左右のスライド
ロックレバーを引き上げ（ ）、左右
のハンドルを持ってプラットホーム
をロックされる位置まで引き出しま
す（ ）。
● ロックされるとスライドロックレ
バーが水平になります。

プラットホームの昇降操作をする前に、
プラットホームか確実に引き出されてい
ること（ロックレバーが水平になってい
ること）を確認してください。プラット
ホームが確実に引き出されていない状態
で昇降操作をすると、プラットホームが
損傷するおそれがあります。

アドバイス

長時間プラットホームの昇降をされな
かった場合、プラットホームの引き出し
が重くなる場合があります。その場合は
リモコンスイッチの「上」を押し、プラッ
トホームを上昇させてから引き出してく
ださい。

知 識

スライドロックレバー

ハンドル

プラットホーム
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■ プラットホームの格納のしかた
 プラットホームが荷室フロア面まで
上昇しているときは、プラットホー
ムロックレバーがまわせる位置（荷
室フロア面より10cm以上、下）ま
でプラットホームを下降させます。

プラットホームロックレバーをロック位
置にしないと、プラットホームを格納す
ることができません。

知 識

 プラットホームを停止状態にしてか
らプラットホームロックレバーを左
に90゜まわし、ロック位置にしま
す。

リモコン
スイッチ

押す

10cm以上
確保する

荷室フロア面

プラットホーム
ロックレバー

 プラットホームを停止状態にしてか
らプラットホームロックレバーを右
に90゜まわし、解除位置にします。

 リモコンスイッチの「下」を押して、
プラットホームを5cm以上（プラッ
トホームロックレバーをまわせる位
置まで）下げます。

リモコン
スイッチ

押す

5cm以上
確保する

プラットホーム
ストッパ

プラットホーム
ロックレバー

プラットホームロックレバーを解除位置
にしないと、プラットホームを荷室フロ
ア面まで上昇させることができません。

知 識
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 リモコンスイッチの「上」を押して、
プラットホームを止まるまで上昇さ
せます。

プラットホームに乗って上昇させないで
ください。足元の注意がおろそかになり、
プラットホームから転落してけがをする
おそれがあります。

注意

リモコン
スイッチ

押す

 左右のスライドロックレバーを引き
上げ（ ）、左右のハンドルを持って
プラットホームを持ち上げるように
しながらロックされる位置まで押し
込み（ ）、格納します。
● ロックされると、スライドロック
レバーが水平になります。

スライドロックレバー

ハンドル
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 バックドアを閉めます。
 メインスイッチを「OFF」にします。

作業終了後は、必ずメインスイッチを
「OFF」にしてください。メインスイッ
チを「ON」にしたままだと、誤ってリ
モコンスイッチを押してしまった場合
に、意に反してプラットホームが動き出
し、思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

注意

ＯＦＦ

スイッチの位置は、取得オプションや　
ボデー幅によって、変動いたします。

知 識
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操作前にプラットホーム接地面および周
辺（特にスライドロックレバー周辺）に
障害物がなく、人の立ち入りがないこと
を確認してください。

注意

プラットホームの昇降操作をするとき
は、手足を挟まないよう、車から少し離
れた安全な位置で行い、プラットホーム
の作動部分や、プラットホームが接触す
るボデー部分に手や足を近付けないでく
ださい。

警告

■ プラットホーム昇降のしかた
 プラットホームが引き出されている
ことを確認します。（14、15 ペー
ジ参照）
 スイッチボックスのロックレバーを
まわしてロックを解除してカバーを
開けます。

スイッチボックス

開ける

ロックレバー

閉まる

 リモコンスイッチをスイッチボック
スから取り出します。
※ リモコンスイッチはスイッチボッ
クス内に収納された状態でも操作
することができます。

プラットホームの昇降操作
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● プラットホームを格納したまま操作し
ないでください。プラットホームが故
障するおそれがあります。

● プラットホームをいっぱいまで上昇・
下降させたら、スイッチから指を離し
てください。20秒以上押し続けると
モータが故障する原因になります。

アドバイス

● リモコンスイッチの裏面は磁石になっ
ていますので、車のボデーの任意の
位置に取り付け固定することができま
す。

● プラットホームをいっぱいまで上昇さ
せると、バックドアの開閉ができなく
なります。必ずバックドアを開けた状
態でプラットホームを操作してくださ
い。

知 識

プラットホームに乗って昇降操作しない
でください。足元の注意がおろそかにな
り、プラットホームから転落してけがを
するおそれがあります。

注意 リモコンスイッチの「下」を押して
いる間プラットホームは下降し、「上」
を押している間プラットホームは上
昇します。
● スイッチの「上」「下」を押し間
違えないよう注意してください。

● スイッチから指を離すと、プラッ
トホームはその位置で停止しま
す。

● プラットホームを上昇させるときは
 荷室フロア面まで上昇して停止した
らスイッチから指を離してください。

● プラットホームを下降させるときは
 地面に接地して停止したらスイッチ
から指を離してください。

 作業終了後はプラットホームを格納
します。（16、17ページ参照）

リモコン
スイッチ
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■ 自動停止バー（緊急停止装置）
プラットホームが上昇途中、自動停止
バーに物が接触すると、プラットホー
ムが停止します。

プラットホームへの積荷は、必ずリフト
能力以下としてください。リフト能力以
上積むとプラットホームは上昇しませ
ん。また、リフト装置の故障につながる
おそれがあります。

アドバイス

● 積荷はプラットホームの中央より少し
前寄りに載せてください。リフト昇降
時の安全性は積荷の重さ（荷重）と積
荷の搭載位置関係（荷重重心位置）に
左右されます。積荷をプラットホーム
の端に載せると、積荷が車両に巻き込
まれたり、積荷の落下など思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● プラットホームが水平になっているこ
とを確認してください。

● 積荷が滑り落ちないことを確認してく
ださい。プラットホームは積荷により
傾くことがあります。

注意

自動停止バー

 積荷は必ずリフト能力（600kg）以
下とし、プラットホームの中央部に
載せます。（8ページの表参照）

 プラットホームをいっぱいまで下降
させ、導板を持って手前に倒します。

導板

積荷を載せるときは
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手入れ、点検・整備項目

故障を減らして長く大切に使うために定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、29ページの記録簿をA4サイズにコピーして使用し
てください。

定期点検整備

電

気

ド

ア

リ
ヤ
ボ
デ
ー

非常警報装置の作動
室内灯のＯＮ/ＯＦＦ
半ドア警告灯のＯＮ/ＯＦＦ
トップマーカランプ・
　サイドマーカランプのＯＮ/ＯＦＦ

バックドア
・開閉時の作動状態

・シールの摩耗・破れ

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○

○

○

○

○
○
○
○

スイッチ「ＯＮ」でホーンが鳴ること

ライトスイッチ「ＯＮ」で点灯すること

内外板の錆・破損・異常な浮き上がり
ステップ曲がり・破損・ステーの変形
シャシとの締結ボルトの締め付け
ボデー床下フレーム締結ボルトの締め付け
マウンティング部のシムの摩耗

パ

ワ

ー

リ

フ

ト

部

２

ワイヤ
・変形、損傷、摩耗
・グリース塗布
・ワイヤ交換

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○

○

○

○

異常摩耗時交換
プーリ
・変形、損傷、摩耗
・作動状態

プラットホーム
・傾き、変形
・スライドの作動状態
・グリース塗布 しゅう動部

スライドロックレバー
・レバーの解除ストローク
・ロック状態

遊び代
ガタ、変形がないこと

各部取り付け部のゆるみ、ガタ、損傷

アームガイドステーローラーのガタ、損傷

自動停止装置の作動状態

点検時期

備　　　　　考点 検 整 備 項 目
日
常
点
検

12
か
月
ご
と

交
換
時
期
（年）

確実にドアが閉まり、半ドア警告灯が
消え、引っかかり・異音がないこと
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下記部品は使用頻度・経年変化などにより、消耗・劣化する部品です。
点検時に摩耗や損傷状態を見て早めに交換してください。
● 交換作業は販売店にお申し付けください。

消耗部品

架装物の機能・性能を確保し、安全に使用していただくため、下記の部品は定期的
に交換をお願いいたします。
● 交換作業は販売店にお申し付けください。

交換時期（年） 部品名

２ 油圧作動油（新車時は３か月後）、ワイヤ

４ 油圧ホース

定期交換部品

油圧作動油
・作動油の汚れ

配管部の異常

・作動油もれ
・油圧ホース交換

○
○

○
○

４
○

○
○
○○

○ ２ 新車時は３か月後

パワーパッケージ
・取り付け部の締め付け
・作動状態および作動油もれ、異音

シリンダ
・取り付け部のガタ、変形
・作動状態
・作動油もれ

引っかかり、異音がないこと

点検時期

備　　　　　考点 検 整 備 項 目
日
常
点
検

12
か
月
ご
と

交
換
時
期
（年）

ユニオンナットのゆるみ、耐圧ホースのふくれ、す
り切れ、破れ、クランプのはずれ、たれ下がり、フ
ロア下面の油圧ホースの損傷がないこと

油

圧

装

置

部

ドアウェザストリップ、電球・ヒューズ、油脂類、ワイヤ、プーリ
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取り替えてもまたヒューズが切れる場合
は、販売店で点検を受けてください。

アドバイス

簡単な点検

装置が正常に作動しないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。
ヒューズが切れていたら、ヒューズラベ
ルの表示にしたがい、規定容量のヒュー
ズに交換してください。
● 標準車の取扱書の『ヒューズ』のペー
ジをあわせてご覧ください。

■ 室外ヒューズボックス

ヒューズ名称 ヒューズの受け持つ主な装置名称

Ｐ-ＩＧＮ 半ドア警告灯

Ｐ-ＢＡＴＴ 室内灯、非常警報装置

Ｐ-ＴＡＩＬ マーカランプ

規定容量以外のヒューズを使用しないで
ください。配線が過熱・焼損し、火災に
なるおそれがあり危険です。

警告

ヒューズの点検・交換

ヒューズボックス
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■ パワーパッケージ内

アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称

１５Ａ リモコンスイッチ

■ バッテリ 端子部

アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称

６０Ａ プラットホーム昇降用モータ

ヒューズ

給油口ボルト

油量点検窓

■ 点検のしかた
プラットホームをフロア面まで上昇さ
せた状態で点検します。
● パワーパッケージの油量点検窓のほぼ
中央部まで作動油があれば適量です。

■ 補給のしかた
 作動油不足の場合は、給油口ボルト
をはずし、オートフルードWSを補
給します。

指定の作動油以外は絶対に使用しないで
ください。油圧装置の故障につながるお
それがあります。

アドバイス

 作動油補給後、3～5回プラットホー
ムを動かして、ポンプおよび回路内
のエア抜きをしてください。

作動油の点検

作動油規定量※1

２.０Ｌ

※1：規定量は参考値です。

ヒューズ



26

 プラットホームの左右の傾き（左右
差3mm以下）の有無を点検してく
ださい。
 プラットホーム下降位置でのワイヤ
切れを点検してください。

上記の点検で異常が見つかった場合は、
販売店で点検を受けてください。

■ ワイヤの交換基準
交換基準 .......2 年間

（プラットホームの上昇・
下降回数が 1日当たり約
20回を目安）

使用回数が多い場合は点検を頻繁にし
て、下記のような異常が認められたと
きは、ただちに交換してください。

● 300mmあたりの素線切れが10本
以上あるとき

● 著しい形くずれ、または腐食がある
とき

● 直径の減少が公称値の 7％をこえて
いるとき
基準寸法 .............6 φmm、8φmm

直径

ワイヤに異常が認められたときはただち
に交換してください。そのまま使用する
とワイヤの折損となり、重大な事故につ
ながるおそれがあり危険です。

警告

ワイヤ

室内灯 ２４Ｖ/２０Ｗ

２４Ｖ/６Ｗ

種類

サイドマーカランプ

２４Ｖ/１.２Ｗトップマーカランプ

ワット数

ワイヤを交換するときは、プーリもあ
わせて交換することをおすすめします。
また、交換作業は販売店にお申し付け
ください。

灯火類

ワイヤの点検
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塗布時期 ..................................3 か月ごと

バックドア部

バックドアロック

バックドアストライカ

スライドリフト部

プーリ部との
接触面

コラム内ローラー
の滑り面

ラムヘッドの
滑り面

塗布時期 ...............................12 か月ごと

下記部位の箇所にグリースを塗布してください。

給油脂
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洗車するときは積荷のないときに行ってくだ
さい。特に高圧洗車機を使用するときは、ノ
ズルの先端をドア周辺に近付けすぎないでく
ださい。近付けすぎると水圧が高いため、荷
室内に水が入るおそれがあります。

アドバイス

■ 内板の手入れ
濡れたふきんで拭いてください。

車をいつまでも美しく保つためには日頃の手入れが必要です。

■ 次のような場合は、ただちに洗車をしてください
塗装の劣化や車体・部品の腐食などを早める原因になります。
● 海岸地帯の走行をしたとき
● 凍結防止剤を散布した道路を走行したとき
● コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死がいなどが付着したとき
● ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下の多い場所を走行したとき
● ほこり、泥などで著しく汚れたとき

■ 塗装について
● 飛び石傷やかき傷は、ボデーの腐食の原因になりますので、見つけたら早めにタッ
チアップペイントなどで補修してください。

● ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤が付着したときは、塗装を損傷しますので、
ただちに拭き取る、洗車するなどしてください。

■ 外板の手入れ
水洗いをします。
● 汚れのひどいときは、中性洗剤を使用します。
● 毛の硬いブラシなどは使用しないでください。

車の手入れ
日頃の手入れ
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■
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車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合が
ありますのでご了承ください。

〈本書の内容のお問い合わせは下記へお願いいたします〉
商用ビジネス部
TEL（0566）36-2497　　FAX（0566）36-2498

アルミバンS（スライドリフトスマーティ）
適用車種 トヨタ　ダイナ、日野　デュトロ
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